
．
．
甲

　’己
t’

一
≡
一
＝
一
一
一
≡
一
一
≡
一
蔦
　
三
一
毒
一
一
ヨ
；
≡
望
「
一
曇
一
一
三
≡
一
三
［
一
［
一
一
三
一
耳
一
向
星
一
一
昌
一
叢
薯
葺
一
一
一
≡
葺
　
高
三
＝
≡
≡
葺
≡
冨
一
一
≡
≡
冨
葺
一
［
≡
一
一
＝
；
…
奪
一
一
≡
三
一
琶
三
≡
置
＝
一
一
一
一
一
一
一
＝
　
　
き
一
三
一

　
柴
田
実
先
生
を
悼
む

一一

黶@
@一

齪
c
＝
一
≡
≡
一
＝
冒
一
三
＝
；
一
一
三
一
一
一
冨
一
一
…
≡
望
三
一
5
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
≡
一
一
叢
一
≡
≡
一
≡
一
琵
一
一
一
一
一
一
三
一
＝
≡
　
三
≡
一
一
一
［
一
一
5
一
葺
言
一
一
一
一
一
一
一
一
一
　
一
　
≡
三
≡
一
一
一
一
一
三
一
誓
一
≡
一
昌
一
一
≡
≡
一
≡
一
三
…
一
＝
≡
＝

奉
難

甥
－
甲
「

　
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
史
学
研
究
会
顧
問
柴
田
実
先
生
は
、
去
る
平
成
九

年
三
月
十
六
日
、
肺
炎
の
た
め
、
京
都
市
内
の
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年

九
十
一
歳
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。

　
先
生
は
石
門
心
学
の
正
統
を
伝
え
る
柴
田
鳩
翁
の
曽
孫
と
し
て
、
明
治
三

十
九
年
一
月
十
一
日
、
京
都
市
下
京
区
五
条
通
東
洞
院
の
修
正
舎
に
お
生
ま

れ
に
な
り
、
四
歳
の
と
き
、
中
京
区
新
町
通
二
条
上
ル
の
明
倫
舎
に
転
居
さ

れ
、
終
生
そ
こ
で
過
ご
さ
れ
た
。
幼
少
の
と
き
か
ら
俊
才
を
う
た
わ
れ
た
が
、

第
三
高
等
学
校
を
経
て
、
昭
和
五
年
三
月
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
を
御
卒

業
、
卒
業
と
同
時
に
文
学
部
副
手
、
七
年
に
は
助
手
、
十
一
年
に
は
講
師
、

二
十
一
年
に
は
助
教
授
に
就
任
さ
れ
た
。
新
制
京
都
大
学
の
発
足
に
伴
い
、

二
十
五
年
四
月
、
京
都
大
学
分
校
（
の
ち
教
養
部
）
教
授
に
転
じ
ら
れ
た
。

三
十
八
年
四
月
に
は
教
養
部
制
が
官
制
化
さ
れ
た
が
、
先
生
は
同
年
六
月
、

教
養
部
長
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
二
年
に
わ
た
り
、
よ
く
大
学
の
管
理
運
営

の
重
職
を
全
う
さ
れ
た
。
四
十
四
年
三
月
に
は
、
停
年
に
よ
っ
て
京
都
大
学

を
退
官
さ
れ
、
四
月
に
は
こ
れ
ま
で
多
年
に
わ
た
る
教
育
、
研
究
上
の
御
功

績
に
対
し
て
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
五
十
一
年

十
一
月
に
は
、
勲
二
等
瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
た
。
な
お
京
都
大
学
退
官
後
も
、

四
十
四
年
四
月
か
ら
五
十
一
年
三
月
ま
で
は
関
西
大
学
文
学
部
教
授
、
五
十

一
年
四
月
か
ら
六
十
二
年
三
月
ま
で
は
仏
教
大
学
文
学
部
教
授
と
し
て
後
進

の
指
導
に
当
た
ら
れ
た
。

　
こ
の
間
、
文
部
省
学
術
奨
励
審
議
会
委
員
、
同
学
術
審
議
会
専
門
委
員
、

史
学
研
究
会
理
事
、
日
本
風
俗
史
学
会
理
事
、
同
関
西
支
部
長
、
黒
川
古
文

化
研
究
所
理
事
、
滋
賀
県
、
兵
庫
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
な
ど
の
文
化
財
専
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柴田実先生を悼む

門
委
員
、
京
都
国
立
博
物
館
評
議
会
評
議
員
な
ど
に
就
任
し
、
学
術
の
発
展
、

文
化
財
の
調
査
、
保
護
な
ど
に
多
大
の
貢
献
を
な
さ
れ
た
。

　
先
生
の
研
究
業
績
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
庶
民
信
仰
史
に
関
す
る
研
究
が

挙
げ
ら
れ
る
。
『
中
世
庶
斑
信
仰
の
研
究
臨
『
日
本
庶
民
信
仰
史
睡
（
民
俗
篇
、

仏
教
篇
、
神
道
篇
）
が
そ
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
。
「
歴
史
を
寒
し
て
今
な

お
常
民
の
間
に
伝
え
ら
れ
、
生
き
て
い
る
と
こ
ろ
の
神
仏
の
信
仰
の
中
に
こ

そ
、
日
本
文
化
の
原
質
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
見
い
だ
さ
る
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
著
名
な
宗
教
家
の
思
想
な
ど
よ
り
も
、

常
民
の
信
仰
の
中
に
、
臼
本
文
化
の
原
質
を
求
め
よ
う
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
文
献
史
学
の
み
な
ら
ず
、
民
俗
学
の
方
法
を
積
極
的
に
と
り
入

れ
て
お
ら
れ
る
。

　
今
一
つ
の
大
き
な
柱
は
石
門
心
学
の
研
究
で
あ
る
。
心
学
は
先
生
に
と
っ

て
は
家
学
で
あ
り
、
修
正
舎
・
明
倫
舎
な
ど
の
講
舎
に
お
い
て
、
み
ず
か
ら

心
学
道
話
を
も
実
践
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
分
野
で
は
『
心
学
』
『
石
田
泥
岩
』

『
熔
岩
と
そ
の
門
流
』
な
ど
を
著
さ
れ
る
と
と
も
に
、
『
石
門
心
学
』
（
『
日

本
思
想
大
系
』
4
2
）
『
石
田
梅
岩
全
集
』
（
上
・
下
）
『
乎
島
堵
鷹
全
集
』
『
鳩

翁
道
話
』
な
ど
、
心
学
研
究
の
基
本
的
文
献
の
復
刻
、
校
注
な
ど
を
行
っ
て

お
ら
れ
る
。

　
『
大
津
京
阯
』
（
上
・
下
）
は
、
先
生
の
初
期
の
御
研
究
と
し
て
著
名
で

あ
り
、
崇
福
寺
塔
跡
か
ら
黄
金
舎
利
容
器
を
発
見
す
る
な
ど
、
大
津
京
跡
の

研
究
に
重
要
な
指
針
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
先
生
は
京
都
市
、
泉
佐
野

帯
、
水
口
町
、
三
木
市
、
摂
津
市
な
ど
の
委
嘱
を
受
け
、
市
史
・
町
史
の
編

纂
に
従
箏
さ
れ
、
指
導
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。
そ
し
て
文
献
史
料
の
み

な
ら
ず
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
、
愚
俗
資
料
調
査
で
も
成
果
を
挙
げ
て
お
ら
れ

る
。　

『
古
代
国
家
の
展
開
』
（
『
京
大
日
本
史
』
2
）
や
欄
王
朝
文
化
』
（
『
国
斑

の
歴
史
』
6
）
は
、
先
生
自
身
、
「
す
て
難
い
愛
惜
を
有
す
る
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
が
、
透
徹
し
た
動
眼
と
流
麗
な
文
章
で
綴
ら
れ
て
お
り
、
ユ
ニ
ー

ク
で
洗
練
さ
れ
た
歴
史
叙
述
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
だ
け
で
も
、
先
生
の
研
究
が
実
に
多
く
の
時
代
と

分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
私
に
は
こ
の
よ

う
に
著
書
を
書
き
連
ね
た
だ
け
で
、
先
生
の
学
問
を
語
り
尽
く
せ
る
と
は
思

え
な
い
。
京
都
大
学
文
学
部
の
演
習
で
、
私
は
延
喜
民
部
省
式
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
教
養
部
で
は
毎
年
史
学
概
論
を
講
義
し
て
お
ら
れ
、
た
ま
た
ま

外
遊
さ
れ
た
た
め
、
私
は
代
講
を
仰
せ
つ
か
っ
て
閉
口
し
た
。
そ
の
外
遊
だ

が
、
世
界
宗
教
会
議
（
マ
ニ
ラ
）
・
世
界
宗
教
国
際
会
議
（
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
）

に
招
か
れ
、
神
道
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。
日
欧
の
フ
ユ
ー
ダ
リ
ズ
ム
の
比

較
に
は
深
い
関
心
を
持
ち
、
学
生
を
相
手
に
洋
書
の
輪
読
を
や
っ
て
お
ら
れ

た
。
私
が
直
接
接
し
た
だ
け
で
も
、
先
生
の
関
心
は
こ
れ
ほ
ど
広
い
の
で
あ

る
。
種
々
の
会
合
の
折
の
先
生
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら
は
、
古
今
東
西
に
わ
た
る

深
い
含
蓄
が
窺
い
知
ら
れ
た
。
み
ず
か
ら
「
雑
学
」
と
謙
遜
さ
れ
る
が
、
学

問
の
幅
の
広
さ
に
お
い
て
、
先
生
の
右
に
出
る
人
は
稀
で
あ
ろ
う
。
ま
こ
と

に
車
越
し
た
教
養
人
で
あ
ら
れ
た
。

　
先
生
は
恩
師
で
あ
る
西
田
直
二
郎
博
士
を
深
く
景
仰
し
、
『
日
本
文
化
史

序
説
睡
を
は
じ
め
と
す
る
博
士
の
論
著
の
復
刊
、
紹
介
に
尽
力
さ
れ
た
が
、

こ
こ
に
述
べ
た
柴
田
先
生
の
学
風
は
、
西
田
博
士
を
髪
髭
さ
せ
る
も
の
が
あ
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る
。
先
生
は
西
田
文
化
史
学
を
正
し
く
継
承
し
、
発
展
さ
せ
ら
れ
た
と
い
え

よ
う
。

　
先
生
は
温
厚
で
あ
る
　
方
、
毅
然
と
し
て
筋
を
通
し
、
伝
統
を
重
ん
じ
る

｝
方
、
柔
軟
な
考
え
方
を
さ
れ
、
進
取
の
気
性
に
蜜
ん
で
お
ら
れ
た
。
謹
厳

で
あ
る
と
と
も
に
暖
か
い
お
人
柄
で
あ
り
、
高
潔
な
人
格
者
と
し
て
尊
敬
を

集
め
ら
れ
た
。

　
晩
年
は
御
健
康
に
恵
ま
れ
ず
、
病
臥
が
ち
で
お
気
の
毒
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
御
家
族
の
献
身
的
な
看
病
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遂
に
長
逝
さ
れ
た
。
心
か

ら
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。
　
　
　
　
　
（
上
横
手
　
雅
敬
　
記
）
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